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はじめに

　これまで筆者は，白峰村大道谷地区（岩田, 1987）･同桑島地区（岩田,1988）の出作りの分布につ

いて報告した。その中で，これらの地区では永住出作り・季節出作りといった居住形態が明確に分か

れていて，大道谷地区は永住出作り中心，桑島地区は季節出作り中心であることを指摘した。その原

因として，両地区の出作り一戸当りの経営面積の差異の他に，大道谷が属する字白峰と字桑島の居倖

文化･生活文化の相違を挙げた。そして，永住出作りの居住形態は字白峰に根づいていたものであり，

出作りが字桑島に伝播した際に同所では季節出作りとして定着したと推論した。これからいうと，今

回取り上げる白峰村南部地域は字白峰に含まれるので，永住出作りが大多数を占めるものと予想され

る。調査の対象となる白峰村南部地域とは，大杉谷周辺地域と河内谷（赤谷･三ッ谷･市之瀬）であ

る（図1）。他に風嵐・明谷地区があるが，今回の調査では割愛した。
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　調査に際しては，この地域のかつての出作りに関する基礎資料を杉田敏男氏（白峰村）から，郵便

家屋配置図を小倉　学氏（金沢市）から，それぞれ提供していただいた。また，林　七蔵氏（金沢市）・

加藤政治氏（野々市町）･長坂吉之助氏（白峰村）・永井竹男氏（白峰村）には，聞き取り調査の際に貴

重な情報を提供していただいた。石川県立歴史博物館の橘　礼吉氏には調査をまとめる際に有益な助

言と資料をいただいた。この場をかりて厚く御礼申し上げます。

調査の方法

　今回の出作りの分布調査は，聞き取りと空中写真判読の両方を併用した。聞き取りは調査地域に居

住体験のある人達を対象とし, 1/5,000森林基本図を見ながら出作りの位置を確認した。空中写真は，

石川県作成の1/10,000の写真（1955年撮影）を使用し，実体鏡を使って家屋を読み取った。この他に

1953年に郵政省により作成された白峰村郵便家屋配置図も参考にした。

大杉谷周辺地域

　今回の調査でとりあげた大杉谷周辺地域とは，具体的にいうと旧河内谷分教場校下地区である（図

2）。つまり，河内谷分教場の通学範囲に居住した住民が調査の対象となった。大杉谷周辺では，白峰

及び風嵐を母村とする季節出作りと，夏冬通してその地に居住する永住出作りの両方分布している。

当地域で確認できた出作りは全部で34戸あり，その内20戸が永住出作り,11戸が季節出作り, 3戸が

最初永住で後に季節出作りに変わった。季節出作り11戸の内，白峰本村を母村とするものが７戸，風

嵐を母村とするものが３戸あった(1戸は不明）。当地域は後述の河内谷（赤谷･三ツ谷･市ノ瀬）よ

りも比較的遅くまで居住者が残りイッシヨモハチ（1）は昭和63年まで，ヨジ（ｌ０）は昭和59年までいた。ま

た，昭和30年代でも割合多くの居住者がいた。旧居住者の転出先については，白峰村の他の地域と同

じく，福井県勝山へ移った例が見られた（表１）。

河内（赤岩・三ッ谷・市ノ瀬）

　河内とは，白峰村最奥部の市ノ瀬・赤岩・三ツ谷のことをいい，宮谷より奥の地域をさす。現在で

は，市ノ瀬に夏期のみ居住者（旅館や公的出先機関など）がいるにすぎないが，かつて明治20年代に

は三集落合計で72戸の住民がいた。しかし，明治20年代後半の相次ぐ水害や日清戦争の勃発などによ

り，同30年代には河内から合計36戸が北海道へ集団移住し，その後白峰村他地域からの逆移住が10戸

あったものの，昭和９年手取川大水害直前には44戸に減少していた（加藤,1986）。そして，大水害直

後には19戸に激減し，昭和30年頃には22戸いたものの同30年代末には殆ど廃村に近い状態になり，現

在では夏期居住者のみである(表3)。このように，河内の居住者数はかなり激しく変遷したので，居

住分布をいつの時点で作成するかが問題になってくる。ここでは古老の記憶にいまだ生々しく残って

いる昭和９年大水害の直前の分布状況を一応の目安にする(図3)。

　今回の調査で確認できた居住者は全部で45戸あり，そのほとんど全てが永住者であった。河内地区

は，明治時代に旧牛首村・風嵐村と合併する前は白山権現領として越前平泉寺の配下にあり，一応の

独立した地域となっていた。この点が，白峰本村・風嵐からの季節出作りが散見された大杉周辺地域

と異なるのであり，河内が永住者のみの地域となる理由であろう。なお転出先としては，これまで調

査した他地域と同じく福井県勝山市が多かった。その中でも平泉寺へ転出した例がいくつか見られる
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のは，両地域の歴史的なつながりを示す一端といえる（表2)。

ま　と　め

　今回の調査では,白峰村南部の大杉周辺地域と河内地方の居住分布を簡単に報告したにとどまった。

これまでの居住分調査と比較すると，河内地区の永住者の多さは大道谷地区と全く同じ傾向であり，

また両者とも越前（福井県）との結びつきは大変強い。いずれにせよ，桑島・下圧1原地区が殆ど季節

出作りであったのにたいし，大杉谷・河内が共に永住主体の居住傾向を見せたのは予想どおりといえ

る。
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